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石　上　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

１　仙台市議会議員の平成２３年４月から８
月までの政務調査費の支出について提起し
た住民訴訟については、平成２９年１１月
２日にオンブズマンの請求額の約８５．７
％を認容する１審勝訴判決が出され、その
後仙台市が控訴したところですが、平成３
０年１０月２４日、仙台高等裁判所第３民
事部におきまして、オンブズマンの請求額

（１４４３万６０６０円）に対し、合計１
１７３万７７１８円を認容する判決が言い
渡されました。１審判決の認容額１２３６
万９３０８円から約６０万円程度減額され
ましたが、それでも認容率は約８１．３％
と極めて高い判決となりました。

２　本判決では原判決に引き続き、「政務調
査費の財源が住民の税負担に依拠してお
り、その使途の透明性の確保が強く要請さ
れる」ことに基づいて、政務調査費の支出
と調査研究活動との間に合理的関連性を求
めました。そして、この合理的関連性の立
証については、会派・議員側に客観的な資
料に基づく説明を求めました。

　　本判決により会派・議員側に厳しい説明
を課す裁判例は確立されたものと思いま
す。本判決は、全体としては、条例の定め、
政務調査費の手引の定め、さらには私たち
市民の想いを尊重し、踏まえた真っ当な判
断をしたものとして高く評価できます。

３　また、広報誌やホームページについて支

出される会派及び各議員の広報公聴費につ
いては、本判決は広報誌やホームページの
内容を具体的かつ詳細に検討し、選挙活動
等調査活動以外の目的が併存していること
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を正面から認め、多くの広報誌やホームペ
ージに関する経費について２分の１を違法
と判断しました。

　　オンブズマンの会議でもよく議論になっ
たのですが、広報広聴については、会派・
議員の知名度を上げるために政務活動費が
使われてはたまったものではありません。
これでは選挙の際に政党に属さない新人の
候補者との間で知名度の点で圧倒的な格差
が生まれてしまい、不公平です。広報広聴
費に関して２分の１以上の支出を違法と判
断する裁判例が相次いで出されていますの
で、会派・議員には広報紙のあり方につい
ては本判決に基づいて再検討していただき
たいと思います。

４　なお、本判決では、オンブズマンが特に

問題にした選挙期間中（１０日間）の政務
調査費の支出については、政務調査活動が
全く行われていないとまではいえないなど
として、原判決の判断を変更しました。オ
ンブズマンとしては、選挙期間中（１０日
間）の政務調査費の支出については、各議
員の証言に基づき、政務調査活動を行わず
選挙に集中しているという実態が明らかに
なったと考えていましたので、この点では
大変残念でした。

　　会派・議員には、選挙期間中でも政務活
動費の支出が通常どおりに許されると安易
に考えることなく、来年に実施される市議
会議員選挙においては、選挙期間中につい
ては特に政務調査活動の割合に応じた政務
活動費の支出を心掛けていただきたいと思
います。

原　田　　　憲仙台市民オンブズマン代表
弁　護　士

　仙台市議会の常任委員会には、毎回、答弁
要員として多数の市長部局の幹部職員が出席
しています。
　議会ウォッチャーが調査したところ、委員
会に出席した職員の半数以上は、何も発言す
ることもありません。職員らは無駄に長時間
拘束されているだけであり、委員会の出席は
職員本来の仕事の妨げとなっている状況で
す。また、無駄に人が多いため市民が委員会
を傍聴する際の妨げになっています。
　議会と市長が委員会の開催に先立って調整
しさえすれば、このような無駄な答弁要員の
出席は無くなります。
　仙台市民オンブズマンは、本年１１月２９

日、仙台市長に対し公開質問を行いました。
この問題が速やかに改善され、市議会が市民
のために効率的かつ中身のある議論の場とし
て機能することを希望します。
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小野寺　信　一仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　一般会計から地下鉄会計への返済の見込み
の乏しい貸付の差止を求めた東西線訴訟は、
現在、日々の営業利益でこれまでの借金を順
調に返済し、将来の設備投資に備えることが
できるかどうかが焦点となっている。それが
できなければ（現在中止している）一般会計
からの貸付が再開される恐れがあるからであ
る。
　地下鉄南北線の車両を２０２２年度以降、
新型に切り替える方針を固めたことが、１１
月２８日明らかにされた（１１月２９日付河
北新報）。新型車両購入のための巨額資金を
何によって賄うのかが今後問題となる。
　３年前に開通した地下鉄東西線の乗客数

は、オンブズマンの予告が的中し、予測の半
分以下であった。乗客数が予測（開業時、１
日１１万９０００人）の半分以下であれば、
南北線を含めた地下鉄事業に深刻な打撃を与
え、一般会計からの穴埋めが続くことになる。
これが訴訟提起のきっかけである。
　３年目の利用者（速報値）は１日平均６万
０８００人で、前年同期より５４００人（９．
７％）増えた（１２月６日付河北新報）。こ
れでも計画時の予測（開業時１１万９０００
人）の約半分である。
　東西線の需要予測の誤りがなぜ起きたの
か、過去にさかのぼった検証が不可欠である。
一般会計からの貸付の差止という切り口でそ
れに迫っていきたい。

宇　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

　仙台市民オンブズマンは、平成２４年度に
仙台市議会の各会派等に対して支出された政
務調査費のうち、合計５８３８万６２５１円
について、違法な支出であるとして市に対し
て返還を求めています。
　これまでの訴訟と同様、本訴訟においても、
経費はきちんと按分すべきであり、全額を政
務調査費から支出することは許されないとの
立場から、これまでの判決で示された基準に
基づいて判断されるべきとの主張をしていま
す。
　これに加えて、政務調査費の趣旨と法的位

置づけについて、地方自治法の規定や市政務
調査費条例の制定と問題点、手引きの位置づ
けと解釈に言及しながらの主張を補充するた
め、準備中です。また、原告側に求められる
立証の程度について、仙台地方裁判所平成２
９年１月３１日判決（判例時報２３８０号２
０頁）の判断を改めて指摘する予定です。
　この間、会派による個別の支出について、
議論が進み、証人尋問実施に向けた調整が議
論となっています。
　次回期日は、２０１９（平成３１）年２月
２５日（水）１３：３０からです。
　ご支援よろしくお願いいたします。
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石　上　雄　介仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　宮城県議会会派の自由民主党・県民会議は、
平成２５年３月から平成２８年２月までの間
にノートパソコン及び附属機器計１８台、デ
スクトップパソコン及び附属機器等計３６
台、ipad 計１６台を総額１７９２万１５０６
円で購入し、この購入費用全額について政務
活動費を充てていた件について、政務活動費
の全額返還を請求した住民訴訟は、現在仙台
地方裁判所第２民事部において審理が進めら
れています。
　オンブズマン側と自由民主党・県民会議側
の主張がほぼ出尽くしたことから、今後は証

人尋問を実施し、結審に向けて動きだすこと
となりました。証人尋問は平成３１年２月１
日（金）午後１時１５分から実施されます。
パソコン購入を決定した当時の会派代表者と
して中山耕一元議長の尋問が予定されており
ます。パソコン購入に至るまでの会派の議論
の状況、パソコンの実際の使用状況等が尋問
のテーマになることが予想されます。お時間
のある方はぜひ法廷にて傍聴していただけれ
ばと思います。
　引き続き政務調査活動に本当に必要な経費
にのみ政務活動費を充てるというルールを明
確にしていくため訴訟に取り組んでまいりた
いと思います。

千　葉　展　浩仙台市民オンブズマン
弁　護　士

　元宮城県議会議長の政務活動費に関する文
書において政務活動費を受け取った者の氏名
等が非開示とされたことに対する取消訴訟に
ついて、平成３０年６月２６日に仙台地方裁
判所にて判決が下されました。
　請求棄却の判決ではあったものの、「宮城
県議会においても、政務活動費等を受領した
者の氏名等の開示を検討し、開示されても個
人のプライバシーが侵害されるわけではない
情報又は個人のプライバシーが侵害されると
しても受忍すべき範囲内にとどまると考えら
れる情報については、開示基準を制定し又は

県議会条例を改正して、積極的にこれを開示
していくことが求められているというべきで
ある。」との付言が付されました。
　上記の付言は傾聴に値しますが、仙台市民
オンブズマンとしては、宮城県議会の保有す
る情報の公開に関する条例の制定経緯に鑑み
れば、開示基準が存在しなくとも政務活動費
等を受領した者の氏名等が開示されるべきで
あると考え、控訴しました。
　控訴審では県議会条例の制定経緯について
主張立証がなされ、平成３０年１２月２１日
に仙台高等裁判所にて判決が下される予定で
すので、本訴訟の結果につきましては、改め
てホームページにおいてご報告いたします。
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渡　部　雄　介仙台市民オンブズマン事務局長
弁　護　士

　平成３０年９月１日、２日、第２５回全国
市民オンブズマン新潟大会が開催されました。

１　地下鉄東西線問題の報告
　１日目は、公共交通機関のあり方と入札・
談合問題を主要テーマに各種報告が行われ
ました。仙台からは、地下鉄東西線問題に
ついて報告しました。
　小野寺信一弁護士は、１日あたり１１万
９０００人の利用があるとの見込みが、実
際には１日約５万４０００人に留まった原
因について、①予測が外れても責任を取る
必要がないこと②予測が外れた原因を究明
し、次につなげる仕組みがないこと③作る
こと自体が目的となり、作った後のことは
考えないことの３点を指摘し、需要予測の
誤りについて責任を取るものがいない現状
をかえる必要があると訴えました。

２　入札談合問題
　全国市民オンブズマン連絡会議事務局長
の新海聡氏より、入札、談合問題について
報告いただきました。入札手続における各
都道府県の平成２９年度平均落札率は９
２．６％であり、前年度の９１．７％から
上昇していることが明らかになりました。
　また、一者入札（入札手続に１者しか入
札せず、実質的に入札となっていない状況）
が多くなっているという現状の報告があり
ました。特に、宮城県は、一般入札に占め
る１者入札の割合が３４．４％（仙台市は

３６．０％）と高い現状にあるとのことで
した。新海氏は、一者入札は無効とするべ
きである、また、総合評価方式の見直しを
するべきであるとの提言がありました。

３　個人情報公開訴訟の報告（各地報告）
　仙台の坂野智憲弁護士より、宮城県議会
議員の政務調査費領収書情報公開訴訟の報
告がありました。訴訟一審では敗訴したも
のの、一審判決では、オンブズマンが開示
を求めている情報は、公開する必要性の高
い情報であるから、情報公開条例を改正し
てでも開示するようにするべきであるとい
う付言が付されていたこと等を報告いただ
きました。
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４　大盛況のまま終了しました！
　１日目は合計１７３名の参加者があり、
今年の全国大会も大変な盛況となりまし
た。また、夜の懇親会も多数の参加があり、
全国各地の皆様と交流を深めると共に、貴
重な情報交換をさせていただきました。２
日目は共謀罪と公安警察、情報公開セミナ
ー、政務活動費と海外視察の３つの分科会

に分かれ、分科会毎に活発な意見交換が行
われました。
　今回、全国大会に参加し、今後の活動に
向けて非常に貴重な情報を得ることが出来
たと感じています。来年の開催場所は未定
ですが、興味を持っていただいた方は、是
非、来年の全国大会にご参加ください！

石　上　雄　介北海道・東北市民オンブズマンネットワーク事務局長
弁　護　士

　平成３０年１２月１日（土）、仙台にて北
海道・東北市民オンブズマンネットワーク第
５３回例会が開催されました。今回は会議の
み開催され、札幌から新潟まで各地から１２
名の方に参加していただきました。
　会議では、各地で取り組まれている政務活
動費の裁判のご報告をいただきました。弘前
での裁判では、人件費の領収書について文書
提出命令によって受取人氏名の黒塗りが解除
されると、議員の資金管理団体の収支報告書
に記載されている事務担当者と同一の者が政
務活動費から人件費を受け取っていたことが
確認された事例が報告されました。また新潟
の裁判では、事務所賃料の領収書の受取人氏

名の黒塗りが解除されると、議員の親族の会
社が賃貸人であったことが判明したことが報
告されました。
　以上のように政務活動費の領収証の受取人
氏名の黒塗りが解除されると、政務活動費の
問題が明らかになる事例が報告されたことか
ら、北東ネットとして北海道・東北の各地方
議会に領収証の黒塗りの解除を申し入れてい
くことを決定しました。また北海道・東北の
地方議会では領収証のインターネット公開を
実施していないところが多いことから、北東
ネットとして領収証のインターネット公開制
度を導入するよう申し入れていくことも合わ
せて決定しました。今後の北東ネットの取り
組みにも注目していただければと思います。

畠　山　裕　太仙台市民オンブズマン副代表
弁　護　士

　宮城県議会、仙台市議会が、ついに政務活
動費の領収書等についてインターネット公開

をはじめました。オンブズマンとしてシンポ
ジウム、議会への請願、議会での意見陳述な
どしてきた経緯がありましたので、感無量で
す。
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　個人名については黒塗りですが、政務活動
費の使途が全世界に公表され、簡単に見るこ
とができるようになりました。「見られてい
る」という意識が適正な支出に結びつくと期
待しています。
　宮城県議会、仙台市議会のホームページか
ら、政務活動費の項目をクリックして頂けれ
ば簡単に見ることができます。また、仙台市
民オンブズマンのホームページの「リンク」
から簡単にたどりつけるようになっていま
す。みなさんも是非ご覧下さい。
　宮城県は、「ＰＤＦのデータをアップした

だけ」という印象ですが、仙台市議会は、領
収書だけでなく政務活動費を使用して作成し
た広報紙までアップしてあり、工夫が見られ
ます。
　活動を公表することは会派・議員自身のア
ピールにもなるのですから、どんどん工夫を
してもらいたいものです。
　また、今後は政務活動費だけでなく例えば
海外視察の報告書など、市民が興味を持つ情
報について公開が進められるといいなと思い
ました。

宮　腰　英　洋仙台市民オンブズマン事務局次長
弁　護　士

この度、当オンブズマンのホームページを
リニューアル致しました。ホームページでは
オンブズマンの活動を逐一報告させていただ
いており、意見書・監査請求書・判決全文に
加え、過去の会報も掲載しています。

リニューアルに伴いレイアウトを一新し一
層見やすくなり、新たに「仙台市民オンブズ
マンが獲得した判決」のページも作成しこれ
までの成果が一覧できるようになりました。
リンク欄にも県議会・市議会の政務活動費公
開ページを追加しました。

これから益々ページが充実したものになる
よう一層の情報発信を心がけてまいりたいと
思いますので、是非、小まめにチェックいた
だければ幸いです。

ホームページに掲載して欲しい情報、こん
なページがあったら良いといったご意見やご
感想などございましたら、オンブズマンまで
お気軽にお寄せ下さい。「タイアップグルー

プの部屋」もございますので、皆様からのご
投稿（エッセイなど内容は自由です。）もお
待ちしております。
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仙台市民オンブズマン支援企画

仙台市民オンブズマン結成

合同記念企画

司会の吉田旺弘さんとオンブズマン原田代表

今日のステージはいかがでしたか？ １

１．とてもよかった ８人
２．よかった １１人
３．普通 １人
４．もの足りなかった  
５．その他  

次回以降どんな内容の企画を希望されますか？２

落　語 ６人
手　品 ３人
漫　才 ４人
民族音楽 ４人
ジャズ ４人
ヴァイオリン ２人
ピアノ １人

ゴスペル ２人
ギター １人
声　楽 ４人
シャンソン ２人
邦　楽 ２人
フラダンス １人

３ 本日の支援企画やオンブズマン及びオンブズ
マンタイアップグループの活動について、ご
意見・ご要望がありましたらお書きください

 •毎年思うのですが宣伝が少なく会場一杯になり
ませんね、どうにかして満席で…! 

 •オンブズマンの名前はよく見たり聞いたりはし
ていたが，今日来て音楽に接したりお話を聞い
て、ちょっとだけ身近になった気がする。今後
もご活躍を。

201９.11.９合同記念企画20　きらりと四半世紀
アンケート結果

2018.6.16 ～ 12.15

2018
6.　16 ～ 17　北東ネット弘前例会
	 26	 県議会政活費（広報費）閲覧
	 〃	 政務調査費等弁護団打合せ
	  〃	 県議会政活費情報公開訴訟判決、記者会見
7．	 3	 タイアップ役員会
	 12	 タイアップ会計監査 
	  20	 オンブズマン・タイアップ総会、懇親会
8．	 3	 オンブズマンＨＰ打合せ
	 ７	 地下鉄東西線公判
	 22	 自民党・県民会議パソコン公判
	 〃	 オンブズマン 8月例会
	 29	 政務調査費（24 年度）公判
９.　1～ 2　第 25 回全国市民オンブズマン新潟大会
	 4	 タイアップ役員会
	 〃	 オンブズ・タイアップ合同記念企画チラシ等発送
		  準備作業
	 13	 オンブズマン９月例会
	 18	 政務調査費等弁護団打合せ
10．	 1	 県議会海外視察文書開示
	 2	 タイアップ例会
	 11	 政務調査費等弁護団打合せ　
	 12	 県議会情報公開公判
	 15	 市人事委員選任関係文書開示
	 17	 オンブズマン 10 月例会
	 24	 市議会政務調査費（平成 23.4 ～ 8）判決 
	 25	 政務調査費等弁護団打合せ
	 29	 市政務調査費（平成 24 年度）公判

	 30	 合同記念企画打合せ
	 31	 人事委員関係文書開示
11．	 5	 県議会パソコン訴訟公判
	 〃	 合同記念企画打合せ
	 9	 オンブズ・タイアップ合同記念企画「きらりと
　　　　四半世紀」
	 13	 県議会情報公開公判
	  16	 オンブズマン 11 月例会
	 22	 気仙沼防潮堤関係文書開示
	 27	 地下鉄東西線公判
	 29	 市議会説明要員問題で市長へ公開質問
12．	1	 北東ネット例会
	 4	 タイアップ例会

	 7	 会報「オンブズマン」49 号編集打合せ
	 15	 会報「オンブズマン」49号発行

原田代表（右）に支援金を手渡す山田会長（左）



－ 9 －

スウィング
ロ－ヤーズ

第１部

第3部

講談 神田香織

スペシャル企画
仙台市民オンブズマン
25年を振り返る

スペシャル企画
仙台市民オンブズマン
25年を振り返る

第2部



－ PB －－ 10 －

　今年は、オンブスマン結成25周年と支援企
画20年という節目の年となったため、オンブ
ズマンとタイアップグループによる「合同記念
企画」としてとりくみました（８～９頁の特集を
ご覧ください）。
　当日はあいにく冷たい雨が降り出し、いつも
に比べて観客が少なくなりましたが、12月4日
の例会でオンブズマンに今年度の支援金とし
て10万円を手渡すことができました。タイアッ
プの皆様にはあらためて御礼申し上げる次第
です。
　例会では次回支援企画の内容や開催時期に
ついても活発に意見が出され、「暖かい時期に」
「夜は足元が心配」「土曜日は？」などの意見
を踏まえ、会場も含めて再度検討することにな
りました。
　仙台市内には催し物ができる会場がたくさん
あるように思われますが、市中心部にある公
共ホールは、とくに週末はほとんど空きがなく、

日程調整は苦戦しそうです。出演者もアンケー
トやタイアップ会員の皆さんの声を伺いながら、
２月の例会でリストアップを開始したいと思いま
すので、お知恵をお貸しください。
　12月に入っても暖冬が続いていましたが、
寒波がやってきました。会員のみなさま、ご家
族のみなさまお健やかに新年をお迎えくださ
い。２月５日は例会＆新年会をおこないます。
お誘いあわせてのご参加をお待ちしています。

七十七銀行本店 (普通)　　　　  ６５３００１０
郵 便 局 振 込        ０２２９０－６－８０５０
　　仙台市民オンブズマン･タイアップグループ

会

　費

納
入
先

■今期の会費が未納の方、お手数でも払い込み下
さい。（振込用紙同封しました）。会員拡大は
タイアップ活動のエネルギーの源です。会員・
賛助会員それぞれ紹介チラシもありますのでご
請求下さい。

会員のご紹介と会費納入のお願い

⑴　加入資格：仙台市民オンブズマンの活動の趣旨に賛
同し､ 支援する意志のある個人｡ 

⑵　会　　費：年10,000円・賛助会員年3,000円
　　　　　　　但し､ 協賛金については､ 自由に受け付

け､ 緊急時の支援費用に充当する｡ 
⑶　活動内容：年２回の会報の発行｡ 臨時の会報は必要

に応じて随時発行する｡ 
　　　　　　　市民の為の公開講座などを開催する｡ 
　　　　　　　その他の事業の企画､ 実施｡ 
⑷　総　　会：年１回とし､ オンブズマンの総会に準じ

て開催する｡ 

⑸　役　　員：会　長　　１名､ 　副 会 長　　若干名
　　　　　　　会　計　　１名､ 　会計監事　　２名
⑹　役 員 会：必要に応じて開催する｡ 
⑺　事 務 局：事務局の所在地は当面､青葉区中央4-3-
　　　　　　　28 朝市ビル4階とする｡ 
⑻　会計について：年会費からの支援金および協賛金か

らの特別拠出金については、役員会にお
いて決定の上、支出する。 以上の拠出金、
特別拠出金の会計処理内容については、
総会の際にオンブズマン事務局より報告
を受けるものとする｡ 

仙台市民オンブズマン　タイアップグループ会則

山　田　忠　行

タイアップ会長あいさつ

仙台市民オンブズマン・タイアップグループ会長

　タイアップグループの新年会は、来年２月例
会に新年会も兼ねておこないます。
　つきましては、２月の例会＆新年会を盛大に
開催したいと思います。ぜひ多くの会員の皆さま
にご参加いただきますようご案内申し上げます。

２月例会＆新年会のご案内

2019年２月5日（火）18:00～
朝市ビル4階　宮城地域自治研究所
※お飲み物・お料理差入れ大歓迎です!!

2019年

タイアップグループの
会員を増やしましょう

　タイアップ会員を増やす取り組みをおこな
っています。
　支援企画にお誘いした方など、ご友人、ご
家族、依頼者や取引先など、お知り合いに
声を掛け、まず１人お誘いいただけないでし
ょうか。宜しくお願いします。

・４月例会は、４月９日（火）
・６月例会は、６月４日（火）の予定です
会員の皆様の参加をお待ちしています


